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学校教育目標  

『 ― 共に育てる  自立と輝き ― 』 
― 子どもの能力を最大限伸ばし、個々のよりよい自立と輝きを支援する ― 

 

 
 

令和７年度のキーワード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度の沼津特別支援学校は、小学部８５人、中学部５６人、高等部８８人の計 2２９人で

スタートしました。４月８日には入学式、始業式を満開の桜の花のもと行うことができました。 

さて、今年度も、本校の学校教育目標は「共に育てる 自立と輝き」です。その目標の達成に向け、

本年度は①「確かなつながり」と②「リスペクト」をキーワードに取り組んでまいります。 

①「確かなつながり」には、次の３点を考えています。 

児童生徒個々の中の「つながり」 

様々な学習の場で学んだ力が、児童生徒の中できちんとつながり、生活に生きる力となる様に、

将来の社会参加に向け、一人一人の育ちについて、総合的に見ていきたいと考えています。 

１２年間の「つながり」 

 小学部 1 年生から高等部 3 年生までの 12 年間で、日常生活の力、主体的に物事に取り組む

態度などを、個々の児童生徒に応じて段階的に高めていけるように、学部を超えた教員の対話の

機会を増やし、教育課程の見直しを行っていきます。キャリアパスポートもますます活用します。 

地域との「つながり」 

 学校運営協議会のお力で、地域とのつながりが年々強まってきています。この成果を踏まえ、

さらに充実させることができるよう、本校の魅力を地域に積極的に発信し、地域における学習を

充実させ、子供たちの成長と、本校が地域にとって大切な存在となれることを目指していきます。

このことに関する「ぬまっすん計画」について始業式で児童生徒に伝えました。詳細はお楽しみに。 

 また、1学期中には沼津市・清水町・長泉町と、福祉避難所の締結をしたいと考えています。 

「確かなつながり」で、児童生徒が自立に向かい、沢山の輝きを見せるよう、努めてまいります。 

②「リスペクト」 

 海外には戦争を行っている国があったり、国内でも悲惨な事件が報じられたりしています。 

このような時代だからこそ、私たち「学校」にできることは、安心・安全な学校生活の中で、

子供たち個々に応じた「生きる力」を、保護者の皆様とともに教え育てていくことだと考えます。

教え育てること、「教育」へのリスペクトをもって日々取り組んでいきたいと思います。 

また、児童生徒に、共に取り組む保護者の皆様に、教職員相互に、地域に、関係機関の皆様に、

「共に育てる」すべての方々に対して「リスペクト」の気持ちをもって臨むよう、年度の始めに 

教職員一同、気持ちを新たにいたしました。1年間どうぞよろしくお願いいたします。 

  

 校長 青木 暁乃  

校長から御挨拶 

 静岡県立沼津特別支援校 

      令和７年５月発行 

           No.  1 

 



 

入学式 ～７９人が本校に入学しました～ 

 ４月８日（火）に、小学部 19人、中学部 24人、高等部 36人、計 79人 

の児童生徒が本校に入学しました。儀式特有の緊張した空気の中、家族や教師の 

祝福を受けた新入生たちの表情は、よし、やるぞ！という意欲に満ちていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～沼特だより「かがやき」の発行について～ 

 令和７年度も、沼特だより「かがやき」を発行します。年間４回、児童生徒の輝く姿を発信することで、沼

津特別支援学校について、知っていただき、地域に必要とされる学校を目指していきたいと考えています。

地域の皆様には、教育活動への御理解と御協力を心からお願いいたします。 

 

 

 沼特 HP更新中！ 

各学部の教育活動の様子や児童生徒の作品等、様々な情報を定期的に更新しています。 
是非、御覧になってください。 

 

 

小学部 

【目指す児童像】 

・基本的生活習慣を身につけた子 

・リズムある生活ができる子 

・やることが分かって、自分から

取り組む子 

・集団の中で活動できる子 

・自分の気持ちを伝えられる子 

・やりたいことを見つけて取り組

む子 

 

小学部では、生活の基礎・土台と

なる力として、着替えや食事など

の基本的生活習慣や、コミュニケ

ーションの力、様々な活動に取り

組む意欲などを、一人一人に応じ

て育てていきます。 

 児童の思いや興味関心を大切

にし、一人一人の児童が「でき

た！」「わかった！」を感じる授業

づくりを行うことで、児童が自分

の持っている力をめいっぱい発

揮し、「やりたい！」と目をキラキ

ラ輝かせて学校生活を送る姿を

引き出していきます。 

中学部 

【目指す生徒像】 

・規則正しく健康な生活を送るこ

とができる人 

・規律ある生活を送ることができ

る人 

・目的が分かって活動に取り組む

ことができる人 

・仲間を思いやることができる人 

・自分の気持ちや思いに気付くこ

とができる人 

・いろいろな活動に挑戦すること

ができる人 

 

中学部では、自分の役割を主体的

に果たし、周りから必要とされる

経験を積み重ね、働く意欲を高め、

周りの人と関わりながら成長する

姿を目指します。 

仲間と様々なことに挑戦し、役に

立っている、感謝される経験をと

おして自信につなげ、自分の可能

性を広げて社会参加への意欲を高

めることができる生徒を育ててい

きます。  

高等部 

【目指す生徒像】 

・規則正しい生活をし、健康な人 

・規律ある生活ができる人 

・責任をもって仕事ができる人 

・仲間を思いやることができる人 

・自信をもって物事に取り組める人 

・余暇を上手に過ごせる人 

 

高等部では小中学部や小中学校

での９年間の学びを確かな自信に

変えて、主体的に進路実現ができる

姿を目指します。自分で考えて自分

で決める経験、仲間や周囲と協力し

たり、関わったりしながら活動をや

り遂げる経験を重ね、社会参加に必

要な力を高めてほしいです。 

私たち教員は、生徒の学びの過程

を大切にし、夢の実現に向かって、

自分の良さや強みを生かして、将来

の生活に意欲を持って学校を巣立

つことのできる生徒を育てていき

たいと思います。 

～各学部について～ 


